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そ
J
•
四
月
一
．
―
-
日
の
両
日
、
春
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
例
年
は

ー
ー
、
境
内
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
で
の
斎
行
で
あ
る
が
、
本
年
は
開
花

翁
；
幻
＂
が
遅
く
ま
だ
数
輪
し
か
ほ
こ
ろ
び
て
い
な
い
中
で
は
あ
っ
た
が
、
春

]
i
の
陽
気
に
包
ま
れ
多
く
の
氏
子
・
崇
敬
者
ら
で
賑
わ
っ
た
。

ンl
-
•

四
月
一
日
午
前
十
一
時
、
神
島
宮
司
以
下
神
職
、
氏
子
奉
幣

,
i
使
、
福
岡
県
神
社
庁
長
、
立
部
瑞
真
鎖
国
寺
副
住
職
、
主
韮
地
方

＾
風
俗
舞
保
存
会
員
、
浦
安
舞
奉
仕
者
、
総
代
等
が
斎
館
前
に
列

i
立
し
本
殿
へ
参
進
。
神
島
宮
司
が
国
家
鎮
護
・
皇
室
安
泰
・
五
穀

・
豊
穣
を
祈
念
し
祝
詞
奏
上
、
続
い
て
氏
子
会
を
代
表
し
伊
規
須

一
；
久
輝
氏
（
宗
像
市
河
東
）
が
奉
幣
詞
を
奏
上
し
た
。

＾
次
い
で
、
保
存
会
の
御
奉
仕
に
よ
り
、
宮
中
舞
楽
の
手
振
り
を

一
属
え
る
「
主
碁
地
方
風
俗
舞
」
、
更
に
玄
海
中
学
校
女
子
生
徒
に

、
よ
る
「
浦
安
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、

一
麗
ら
か
な
神
苑
に
悠
遠
な
平

一
安
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ

~
こ
。

i

t

 

h

『
→
翌
二
日
は
、
午
前
十
一
時

一
一
よ
り
二
日
祭
が
斎
行
さ
れ
、

」
一
海
上
安
全
、
大
漁
満
足
が
祈

：
念
さ
れ
た
。
祭
典
後
に
は
海

`
]
洋
神
事
奉
賛
会
事
業
に
対
し

[
3

i
功
労
の
あ
っ
た
会
員
十
二
名

/—~ 

-
[
に
‘
当
大
社
よ
り
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

i
そ
の
後
、
高
宮
、
第
二
宮
、

宗

□

[
〖□`

る
神
事
で
は
必
ず
最
初
に
修
祓
（
お
祓
い
）

を
行
う
の
は
、
不
浄
な
存
在
、
罪
祗
を
取

り
除
く
た
め
で
あ
る
。
古
く
は
罪
檬
と
い

う
観
念
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
清
浄
を

生
活
の
基
本
と
し
て
、
日
本
各
地
で
六
月

と
十
二
月
の
晦
日
に
は
大
祓
が
お
こ
な
わ

れ
、
国
民
、
国
土
が
祓
い
清
め
ら
れ
た
▼

罪
概
と
は
、
悪
し
き
心
・
行
い
、
死
、
檬
い

こ
と
等
、
人
が
忌
み
嫌
う
全
て
の
事
柄
の

こ
と
で
、
人
の
表
面
、
内
面
全
て
に
対
応

す
る
。
あ
る
説
に
よ
る
と
、
樅
れ
と
は
「
気

枯
れ
」
の
状
態
、
気
力
の
衰
退
を
意
味
す
る

こ
と
だ
ま
さ
さ
は

こ
と
と
も
い
わ
れ
る
▼
ま
た
「
言
霊
の
幸

う
国
」
と
わ
が
国
を
呼
ぶ
よ
う
に
、
古
代
で

は
言
葉
に
は
力
が
あ
り
、
発
し
た
言
葉
通

り
に
現
実
化
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の

為
、
罪
・
械
に
通
じ
る
言
葉
「
死
」
は
、
「
な

お
る
」
と
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
た
。
こ
の

い
み
こ
と
ば

よ
う
な
言
葉
を
忌
詞
と
い
う
。
余
談
で
は

あ
る
が
当
大
社
の
沖
ノ
島
で
も
忌
詞
は
使

わ
れ
て
い
た
▼
罪
や
稿
は
数
え
切
れ
な
い

程
多
い
。
実
際
に
―
つ
も
犯
さ
な
い
、
触

れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
事
だ
。
清

浄
に
生
き
よ
う
と
す
る
心
持
ち
が
重
要
で

あ
ろ
う
▼
清
浄
を
具
体
的
な
言
葉
で
現
す

な
ら
、
正
直
が
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い

か
？
「
正
直
の
頭
に
神
宿
る
」
と
い
う
言
葉

も
あ
る
。
正
直
に
生
き
る
事
を
日
々
心
掛

け
た
い
も
の
だ
。

(
T
.
M
)

5月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前 10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭 (1 日）

午前 11 時～
総社祭
補安舞奉奏 (1 日）
盟栄舞奉奏 (15 日）

5日五月・浜宮祭

午前10時30分～浜宮祭
於＝宗像市神湊浜宮

午前 1 1 時～五月祭
於＝宗像市江口五月宮

27日沖津宮現地大祭

午前7時大島港出港
於＝沖ノ島・中津宮

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒812-0068福岡市東区社領 1-12-10-40I 
（福岡店） 71)- ダイヤル 0 I 20-055-0q2 

篭話 oq2-65 I _q456 
授与品店〒601-8348京都市南区吉祥院観音堂町23
（本 店） 7 リーダイヤル 0 I 20-075-820 

需話 075-672-81 00 

木組の家 匠の技

蛛式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sh a.or. j p/ 
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氏子奉幣使 海洋神事奉賛会事業功労者

伊規須久輝 高橋義治（宗像漁協•本所）

（宗像市河東） 花田 経広( ff ) 

主基地方風俗舞奉仕者 舷越 寛人（同・大島支所）

（舞方） 遠藤利男( ff ) 

福崎武志 村田繁美（同・地島支所）

清水陽介 村田春治( ff ) 

中野久志 広渡喜三男（同・福間支所）

松井徳一郎 広渡末夫( ff ) 

（歌方） 花田幸夫（同・津屋崎支所）

石津典秀 花田和明( ff ) 

吉田敏幸 広橋武喜（鐘崎漁協）

中野正徳 七田昭三( ff ) 

：ら：五素墨：佐〉炉
岩佐亜美

岩佐春佳

悶汀／｀｀，v... うと~帝 腎

第
三
宮
、
宗
像
護
国
神
社
へ
と
、
宮
一
午
後
二
時
か
ら
は
、
本
殿
に
胎
い
昭
和
三
十
九
年
の
宝
物
殿
竣
工

司
以
下
各
神
職
・
参
列
者
が
そ
れ
一
て
献
茶
祭
が
行
わ
れ
日
頃
熱
心
に
に
伴
い
、
保
存
会
の
呼
称
も
い
つ
し

ぞ
れ
の
祭
場
へ
進
み
、
各
所
で
春
祭
；
茶
道
を
学
ん
だ
当
大
社
巫
女
が
、
か
耳
に
し
な
く
な
っ
た
が
、
今
も
昔

が
斎
行
さ
れ
た
。
二
南
坊
流
の
獣
紗
さ
ば
き
も
爽
や
か
も
こ
の
保
存
会
（
現

1
1
春
季
大
祭
）

宗
像
護
国
神
社
春
季
大
祭
で
i
に
御
点
前
を
披
露
し
た
。
の
時
期
は
、
神
郡
宗
像
に
春
を
告

は
、
福
岡
県
護
国
神
社
宮
司
・
田
村
[
か
v

し
て
二
日
間
に
亘
る
春
季
げ
る
節
置

豊
彦
氏
、
宗
像
・
福
津
両
市
の
遺
ー
大
祭
も
無
事
斎
行
さ
れ
、
春
の
一
目
の
季
―
-

族
を
は
じ
め
―

1
0
余
名
が
参
列
ー
大
神
事
も
滞
り
無
く
終
了
し
た
。
節
と
し
一

す
る
中
、
護
国
の
英
霊
を
お
慰
め
i
こ
の
春
季
大
祭
で
あ
る
が
、
昭
和
て
多
く

申
上
げ
る
と
共
に
、
遺
族
並
び
に
両
一
三
十
年
代
ま
で
は
こ
の
時
期
に
当
の
人
々

市
民
の
弥
栄
が
祈
念
さ
れ
た
。
一
大
社
所
蔵
の
御
神
宝
・
古
文
書
を
が
境
内

同
刻
儀
式
殿
に
於
い
て
は
、
交
通
：
虫
干
し
し
一
般
に
公
開
す
る
祭
事
に
足
を

安
全
講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、
講
員
一
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
秋
の
運
ん
で

[
ほ
う
じ
ょ
う
え
ほ
ぞ
ん
え

皆
様
の
今
年
一
年
の
交
通
安
全
が
]
「
放
生
会
」
に
対
し
「
保
存
会
」
と
称
ー
い
る
。

祈
念
さ
れ
た
。
：
し
、
人
々
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
た
。
一

氏
入
満
神
社
春
祭

四
月
十
三
日
（
日
）
午
前
＋
時
半

よ
り
、
当
大
社
と
所
縁
深
い
菊
姫

（
第
七
十
八
代
大
宮
司
氏
男
の

室
）
、
山
田
の
局
（
第
七
十
七
代
大

宮
司
正
氏
の
後
室
）
、
侍
女
四
柱

（
花
雄
局
・
小
夜
女
・
三
ヶ
月
・
小
少

将
）
を
奉
祀
す
る
氏
八
満
神
社
で
、

高
向
権
宮
司
に
神
職
一
名
が
出
向

し
春
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

朝
か
ら
小
雨
の
降
る
天
候
で
あ

っ
た
が
、
祭
典
時
刻
に
は
回
復
し
、

田
島
区
長
の
奥
薗
睦
氏
を
は
じ

i
め
、
田
島
区
総
代
、
地
元
の
氏
子
又

；
て
の
児
童
等
、
境
内
に
入
り
き
れ

一
な
い
ほ
ど
多
数
参
列
し
、
午
前
十
時

一
三
十
分
発
御
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

i
高
向
権
宮
司
が
御
神
璽
を
神
輿

ー
ヘ
移
す
と
、
宗
像
大
社
へ
向
け
て
児

一
童
達
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏

i
の
も
と
御
神
幸
が
始
ま
っ
た
。

―
一
行
は
田
島
区
内
を
ゆ
っ
く
り

一
と
御
神
幸
、
御
旅
所
と
す
る
当
大

：
社
祓
舎
に
到
着
す
る
と
着
御
祭
を

・
斎
行
。
神
島
宮
司
、
奥
薗
区
長
が
玉

串
拝
礼
を
行
っ
た
。

午
前
十
一
時
五
十
分
参
拝
者
で

賑
わ
う
宗
像
大
社
を
後
に
し
田
島

公
民
館
へ
と
御
神
幸
が
始
ま
る
。
釣

川
沿
い
を
進
ん
で
い
る
と
行
き
交

う
車
の
方
か
ら
も
珍
し
そ
う
に
観

る
人
や
、
手
を
合
わ
せ
る
人
な
ど
、

児
童
達
の
演
奏
に
も
熱
が
込
も
っ

て
い
た
。
正
午
過
ぎ
、
田
島
公
民
館

に
到
着
。
一
同
祭
事
を
無
事
に
終

え
た
安
堵
感
か
ら
か
、
満
足
そ
う

な
面
持
ち
で
直
会
を
楽
し
ん
だ

後
、
午
後
一
一
時
御
神
璽
を
還
御
す

る
還
御
祭
が
行
な
わ
れ
、
今
年
の

春
祭
を
終
え
た
。

氏
八
満
神
社
の
例
祭
は
春
と
秋
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に
行
な
わ
れ
る
が
、
御
神
幸
が
行
な

わ
れ
る
の
は
春
だ
け
で
あ
り
、
氏
子

の
面
々
か
ら
は
「
ま
た
来
年
が
楽
し

み
だ
」
と
言
う
声
も
あ
り
心
待
ち

に
し
て
い
る
神
人
和
楽
の
行
事
で

あ
る
。

春
季
奉
納
剣
道
大
会
合
、
神
職
よ
り
お
祓
い
を
受
け
た
一
こ
と
を
誓
っ
た
表
情
で
会
場
を
後

後
、
宗
像
大
社
を
遥
拝
し
た

0

i
に
し
た
。

試
合
が
始
ま
る
と
開
会
式
の
静
一

四
月
六
日
、
春
季
恒
例
の
奉
納
一
寂
か
ら
一
転
し
、
日
頃
稽
古
で
鍛
~

剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
た
°
·
え
上
げ
た
自
慢
の
技
を
披
露
し
よ

こ
の
大
会
は
例
年
、
御
本
殿
横
i
う
と
掛
け
声
を
張
り
上
げ
て
相
手
~

の
境
内
で
開
催
さ
れ
る
「
野
試
合
」
に
挑
み
、
そ
れ
に
熱
狂
す
る
応
援

で
あ
る
が
、
前
日
の
予
報
で
当
日
団
ら
で
会
場
は
終
日
喚
声
に
包
ま
·

が
雨
模
様
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
一
れ
た
。

め
、
予
備
会
場
の
玄
海
中
学
校
体
~
約
六
時
間
に
亘
っ
て
繰
り
広
げ
．

育
館
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
；
り
れ
た
熱
戦
も
、
午
後
三
時
に
は

午
前
九
時
の
開
会
式
に
は
、
選
．
幕
を
閉
じ
、
勝
利
に
歓
ぶ
者
、
悔
し

手
（
小
・
中
学
生
）
・
審
判
・
父
兄
ら
i
涙
を
流
す
剣
士
ら
が
、
次
回
こ
そ

約
四
0
0
名
が
同
校
体
育
館
に
集
：
は
と
決
意
を
新
た
に
稽
古
に
励
む

「
宗
像
宮
」
を
河
野
鶴
洲
宗
家
に
続
i
に
は
当
大
社
に
お
け
る
日
程
の
全

き
会
員
一
同
で
献
吟
、
ま
だ
桜
の
て
を
終
え
て
、
一
同
バ
ス
に
て
直

残
る
境
内
に
朗
々
と
し
た
声
が
響
．
会
会
場
へ
と
移
動
し
た
。

四
月
五
日
、
春
麗
ら
か
な
陽
気
・
き
渡
る
と
、
週
末
と
あ
っ
て
参
詣
．

~
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り

の
中
、
春
季
恒
例
の
吟
詠
大
会
（
主
~
さ
れ
た
多
く
の
参
拝
者
も
暫
し
足
―
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

催
1
1

鶴
洲
流
、
河
野
鶴
洲
宗
家
）
が
i
を
止
め
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
様
．
と
み
や
ま
射
じ

i
豊
見
山古
野
肯
洲

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
昭
和
一
子
で
あ
っ
た
。
ふ
る

即
叩
即

m

五
十
一
年
よ
り
奉
納
さ
れ
、
今
年
]
献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と
・

記
念
す
べ
き
第
三
十
回
大
会
を
迎
一
移
動
し
式
典
が
開
会
さ
れ
宗
家
・
・

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
河
野
鶴
洲
氏
の
挨
拶
に
続
き
、
当
[
「
宗
像
宮
」
松
口
月
城

午
前
十
一
時
、
北
九
州
地
区
を
：
大
社
神
島
宮
司
よ
り
永
年
斯
道
の
]
三
神
鎮
座
す
宗
像
宮

中
心
に
近
隣
地
区
よ
り
同
会
会
員
興
隆
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
天
孫
を
擁
護
し
て
仁
徳
崇
し

約
七
十
名
が
参
集
、
正
式
参
拝
並
]
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
神
武
皇
誤
之
に
依
っ
て
就
る

び
に
奉
納
合
吟
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
会
員
各
々
が
日
頃
鍛
肇
国
の
大
業
之
の
中
に
成
る

合
吟
で
は
国
民
道
祖
神
の
宗
像
·
え
た
自
慢
の
喉
で
素
晴
ら
し
い
吟
~
筑
紫
之
山
玄
海
之
海

大
神
に
、
松
口
月
城
先
生
奉
納
の
]
詠
を
順
次
披
露
さ
れ
、
午
後
三
時
·
一
山
一
水
皇
風
を
仰
ぐ

第
三
十
回

春
季
奉
納
吟
詠
大
会
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鎮
国
寺
「
花
ま
つ
り
」

宗
像
大
社
＼
鎮
国
寺
間
を
稚
児
行
列

桜
花
爛
漫
の
四
月
六
日
、
宗
像
ー
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
境
内

観
光
協
会
の
主
催
に
よ
る
「
鎮
国
]
の
桜
も
ち
ょ
う
ど
満
開
と
絶
好
の

寺
花
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
、
約
二
o

j
日
和
の
中
、
一
同
当
大
社
に
参
集
。

0
名
の
稚
児
に
保
護
者
等
約
五
〇
：
午
前
十
一
時
に
当
大
社
拝
殿
で
お

0
名
が
、
宗
像
大
社
ー
鎮
国
寺
間
二
威
い
を
受
け
た
後
、
山
田
勝
智
県

で
稚
児
行
列
を
行
な
っ
た
。
i
議
、
谷
井
博
美
宗
像
市
長
が
騎
乗

平
成
十
八
年
、
お
釈
迦
様
の
誕

]
9
る
神
馬
を
先
頭
に
、
宗
像
大
社

生
日
（
四
月
八
日
）
に
合
わ
せ
て
開
]
氏
子
青
年
会
（
小
林
栄
二
会
長
）
の

催
さ
れ
た
こ
の
行
事
で
あ
る
が
、
一
誘
導
に
よ
り
、
稚
児
装
束
に
身
を

地
域
の
幼
児
達
に
も
思
い
出
を
と
]
草
え
た
一
行
は
大
行
列
で
鎮
国
寺

昨
年
よ
り
稚
児
行
列
も
開
催
さ
れ
一
ま
で
向
か
っ
た
。

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
同
寺
到
着
後
、
参
加
者
ら
は
玄

LJ
-
界
高
校
邦
楽
部
に
よ
る
「
玄

｛
一
界
太
鼓
」
の
演
奏
や
、
振
る
舞

：
い
鍋
を
満
喫
す
る
一
方
、
桜

花
爛
漫
の
境
内
で
記
念
撮
影

を
す
る
な
ど
春
の
一
日
を
楽

し
ん
で
い
た
。

鎮
国
寺
は
弘
法
大
師
（
空

海
）
が
中
国
よ
り
帰
朝
後
、
先

ず
宗
像
大
社
を
参
拝
し
大
同

元
年
（
八
0
六
年
）
に
日
本
で

最
初
に
創
建
さ
れ
た
真
言
宗

の
古
刹
で
あ
る
。
本
堂
に
は

宗
像
三
女
神
の
本
地
仏
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
当
大
社
の
神

宮
寺
と
し
て
深
い
歴
史
を
有

す
る
寺
院
で
も
あ
る
。

道の駅「むなかた」門翌翌男ザ

四
月
十
二

日
、
北
部
九

州
最
大
級
の

「
道
の
駅
」
が
、

当
大
社
に
程

近
い
宗
像
市

「
江
口
に
グ
ラ

一
ン
ド
オ
ー
。
フ

-
`
『
/

こ
四
と
も
、
旬
の
地

元
農
水
産
物
に
こ
だ
わ
っ
た
県
内

で
十
番
目
の
道
の
駅
。
オ
ー
プ
ン
前

か
ら
約
二
0
0
メ
ー
ト
ル
の
人
の

列
が
で
き
る
な
ど
、
初
日
は
施
設
の

内
外
で
大
混
雑
し
た
。

開
店
に
先
立
ち
、
四
月
八
日
に

竣
工
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
当
大
社

神
職
二
名
奉
仕
の
も
と
関
係
者
が

参
列
し
、
厳
粛
に
祭
典
を
終
え
た
。

祭
典
後
は
代
表
取
締
役
花
田
省
蔵

氏
よ
り
「
地
域
に
貢
献
出
来
る
施

設
と
し
て
従
業
員
一
同
で
努
力
し

た
い
」
と
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

道
の
駅
む
な
か
た
は
、
国
と
市
が

約
六
億
五
、
0
0
0

万
円
を
投
じ

整
備
。
木
造
平
屋
建
て
で
、
敷
地
面

積
約
一
万
三
、
七

0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
、
駐
車
場
は
一
七
六
台
収
容

と
県
内
最
大
級
。
地
元
の
宗
像
市

i
商
工
会
、
宗
像
観
光
協
会
、
JA
宗

：
像
、
宗
像
漁
協
、
鐘
崎
漁
協
の
団
体

一
が
設
立
し
た
会
社
「
ま
ち
づ
く
り

一
宗
像
」
が
運
営
す
る
。

i
以
前
ま
で
は
当
大
社
大
駐
車
場

一
正
面
の
ア
ク
シ
ス
玄
海
に
て
観
光

｛
物
産
館
と
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
た

：
が
、
集
客
の
増
加
に
伴
な
い
手
狭
に

一
な
り
こ
の
度
「
道
の
駅
」
と
し
て
リ

―
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
初
年
度
の
売

：
上
目
標
は
売
上
高
七
億
五
、0
0

ニ0
万
円
、
来
館
者
五

0
万
人
を
目

i
指
し
て
い
る
。
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卸
新
出
光
鎮
座
宗
像
神
社
春
祭

----アー が司神呉光月か

春斎以社服のーら明
祭行下で町本午快け
にさ神‘一社前晴方
はれ職当屋ビ＋とま
出‘tS 扇奇店ルーなで
光 がよ鎮福時っの

腐 儡晶厚冒合、合［
[ し向る博（株）月み

、 春権宗多新七、
出 祭宮像区出日朝
--ｷ ｷ ••-- ••--· • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ ｷｷ......... --••--••• ｷ ｷｷ 

を拝後御全会社の光

,I滋祭·_ ［茎冒塁］悶t亙、夏
て奉とがの像 るらにはわなの道直めれ て神しの繁 1 カ｀長
崇斎稲二ま大同思れ参--,れりこよ会役た祭なの社な幸栄プ参ら
敬さ荷宇ま社社い、京拝靡t：終と篇が員社典 神をそ福と関刃l 役
され神あ縮ののか像し一篤始な大催の長後 事参のを安連同員

詞閏印白且ク、り
出胃戸ミ：三二
し益御る社ぞ午春
上々神゜かれ祭に

〖腐嬰 盆胃贔儡詞謳いし翠ミー迂
万' ’；喜神＝ぞ＼＼で誓 • 全れ 儡ぃ店悶こ｀座芍るもるコ可稲包~\孔/9

新
人
巫
女
研
修
を
実
施

＼
大
島
・
中
津
宮
採
用
を
含
む
、
六
名
の
巫
女
見
習
が
参
加
＼

今
年
度
採
用
予
定
の
六
名
の
巫
一
正
式
採
用
後
、
巫
女
と
し
て
の
自

女
を
対
象
と
し
た
内
部
研
修
が
、
i
覚
を
も
ち
、
実
際
の
社
頭
で
の
応

三
月
二
十
四
ー
ニ
十
六
日
の
三
日
一
対
に
充
分
慣
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

間
に
わ
た
り
、
神
職
・
巫
女
・
事
務
]
を
目
的
と
し
た
研
修
で
あ
る
。

員
ら
を
講
師
と
し
て
実
施
さ
れ
一
初
日
は
、
午
前
中
来
客
者
や
電

た
。
一
話
・
社
頭
で
の
応
対
の
仕
方
、
巫
女

六
名
の
詳
細
は
、
紙
面
別
紙
の
一
と
し
て
の
心
得
の
研
修
が
行
わ

紹
介
欄
の
通
り
だ
が
、
三
月
に
県
一
れ
、
さ
ら
に
実
際
社
頭
に
つ
き
実

下
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
宗
像
]
訪
研
修
を
行
っ
た
。
午
後
か
ら
は

市
と
そ
の
近
郊
に
在
住
す
る
初
々
]
御
祭
神
や
神
社
の
御
由
緒
を
中
心

し
い
巫
女
の
卵
達
で
あ
る
。
i
に
、
祭
典
行
事
・
境
内
諸
施
設
の
解

し
か
し
、
一
般
家
庭
の
子
女
に
一
説
が
行
な
わ
れ
た
。

と
っ
て
、
神
社
神
道
や
作
法
、
専
門
―
二
日
目
は
、
午
前
中
に
神
社
の

用
語
な
ど
は
全
く
特
殊
な
世
界
。
一
調
度
・
装
束
・
授
与
品
な
ど
の
名

-
|
|
|
―
称
・
用
途
に
つ
い
て
学
び
、
午
後

か
ら
は
祈
願
に
お
け
る
作
法
を

研
修
し
た
。

最
終
日
は
、
神
社
の
規
約
・
規

定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
各

自
が
当
大
社
へ
の
諸
届
や
手
続

き
の
出
し
方
等
に
つ
い
て
学
ん

だ
。研

修
を
受
け
た
六
名
に
は
瞬

く
間
に
進
ん
だ
三
日
間
か
と
思

う
が
、
祭
典
や
社
頭
等
で
実
際

に
参
拝
者
と
接
す
る
こ
と
で
研

鑽
を
積
み
、
一
人
前
の
巫
女
職

と
し
て
更
に
成
長
し
て
い
く
。
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①日高庸介（ひだがようすけ）
②昭和57年8目 5日 (25歳）

・ ①鈴木祥裕（すずき・よしひろ） t鳥， E已置 ふなこし・ゆうすけ）
②昭和60年8月 13 日生 (22歳） ! 鸞言畠喜喜宣2日 (21 歳）

言言□：J)誓言塁夏二晶、高校時：ヽ
代はレスリング部でした。で神職を目指
⑥幼少より閉芦靡□□Bにも大変興
しました。 1 への奉職を希望致し
味があり、宗像大］｀奉仕させていただ＜ , 

覧↑□99゜｀｀［言霊。顔の絶え
五ぃ神職になりた
~. 
i 

零醤：蹂忠茫：、皇學館大學文学部神道学科 | ③鳥取県倉吉市学・喬塁塁屯巴門烹ール部で
⑤ラグピー、球技全般、マラソンも好きでホ！ 1 ⑤門：贋塁心技には自信があります。
言二虞］試言。ありまi•(文'⑥社家（村上言輩言ばら凸畠腐げ悶＼，I
⑥悶晶汀尉｀言言よ覧！：；り！イ｀•し芦汀言贔］｀｀決めました。未熟者ですが、人々に幸せを凸·i ただき奉職を希望しました。御〗｀塁弓し］ l 
与えられるような神職になりたいと思い I v し し、胸を張つて自家に帰：：扇よいします。 : 
ます。 げ'jl ますので、ご｝詞よろし . 

！マ， 1ーデ対つ父.. ｀--:~屯:.へ. -r•序ー、Jし ．ノ

I -

①葛屋茜（かつや•あかね）①西原央枝（にしはら•ひさ x)
②平成元年7 目 3日生 (18歳） し ②平成元年8月 16 日 (18歳）

謬二言~8(よしい•あゆみ）
③古賀市花見④古賀古（ 18歳）

③福津市中央 ータルピジネス科
④博多女子高等学校 ト
⑤読書、小説執筆 慄た際に、巫女さん

③芦屋町緑ヶ丘
、④折尾愛真高等学校普通科保育コース
⑤音楽鑑賞、ライブに行くこと。
テニスもします。⑥塁塁□言虐言贔奉仕したいと思い奉

閂只冒長ビ仁°すので、よろしくお願、
⑥初詣で参拝した際に巫女さんを見かけ、
小さい頃からの憧れでした。
なかなか経験できない仕事、何があって
も笑顔で頑張ります。いします。

①岡田華代子（おかだ•かよこ）
言二言□ 13日 (18歳）
雷□唸言言等学校理数科
｀よ言9賓、シ;o＇ノピング。

⑥持ち前の明るさ0を生かし
で参拝者の皆様をお迎え、いつでも笑顔
一杯御奉仕しますので、 したいです。精
します。 よろしくお願い

①菊池保希（きくち・ゆき）
②平成2年 1 月 24日 (18歳）
③宗像市日の里 電子機械科
④香椎工業高等学校 つけます。車は
⑤アーク溶接やガ鸞‘``つます。珠算 1 級、
：店、冨無線2級と事竺ft;言よJ)詣
⑥生れた時の初宮、七五一‘ 、高校に募集

9臼鱈：：りし古嘉：
よろしくお願いします。

⑤音楽鑑四、一ース 同等学校総合ピジネス科
卓 1 級、叩玉、 “`3Oロ級、情報処理 1 級、電
スピート入力検定初段、英検3級門昇塁儡

⑥謬閾贔言り、軍務処理は得意です。
くて憧れていま［：。拝伍畠；んがすごく低し
しあがり症ですので対人面を磨し］得意ですが、少
く一人前の巫女さんとなり て、一日もはや
ちよく参拝していただし｀：9者の皆様に気持

. . したいです。

①古賀有加里（こが・ゆかり） ピヽ
②平成元年12月 1閾昇晶晶普通科
③宗像市大島と民宿［津和瀬」の手伝い。
⑤最高の笑顔・ 一部の主将でした。
中学時代はハレ
カ仕事は得意です。 賀理の孫です。さら
⑥沖•中両宮奉賛会長古社の奨学金受給生
に高校時代には璽言、頃から、宗像大神
でもありました。 てきましたので、巫女
様に抱かれて育：とを希望しました。中
として奉仕する←
津宮は私に任せて下さい。
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主が分ルよ川をた縄ら恵幸獣そ富根食て活文かこ栄と
食そ厚ミう中示の文でま・類れで菜のいを人るとえ西東
のれいなな居すで文あれ川、にあが木た支の。がて日北
そを食ど、遺のあ化ろての海 り迪実主え生縄分い本の
仁危喜塁了唇梵空をう。ぃ幸の鳥、立 たに縄
こ悶喜こ卜、見贔； ：ょぷにし邊（が砂） •, 隻盃

［］こ：、こ：‘-—：~.. ]晨三塁し｀ l] 
嬰の ／＇I(9(（竺言9i9: ;9：二そ．＜｀：：べぷ謬了た． 悶［
［贔怠o t云多のとも •バ ，石謬な狂否虹屯匂 l二． で 9 度含

江面五：：宣烹 9 予：喜ァぷノ物つ然かあ悶：竺夏［ ［塁
ゎ類大のくサ自て、鳥小そゃミもてになる。のれ調っしし状し
れを量で回イ然人類動のク、イ動よ自豊でて理、たに文

私
が
東
北
で

見
た
も
の
で
、
第

二
の
道
具
に
入

る
土
偶
は
興
味

て
い
た
。
東
北
の
博
物
館
や
資
料

館
、
個
人
の
収
集
品
を
見
な
が
ら
、

東
北
縄
文
の
力
強
さ
を
感
じ
た
。

土
器
に
刻
さ
れ
た
文
様
の
な
ん
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
わ
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
。

考
古
学
者
の
小
林
達
雄
氏
（
国

大
名
誉
教
授
）
に
よ
れ
ば
、
道
具
に

は
第
一
の
道
具
と
第
二
の
道
具
が

あ
り
、
第
一
の
そ
れ
は
生
活
を
維

持
し
て
い
く
日
常
的
道
具
で
あ

り
、
古
今
東
西
の
す

べ
て
の
文
化
に
共
ミ
安
哨
贅

通
す
る
も
の
で
か
q
蓄

あ
る
。
第
二
の
道
阜
嗜

[
正
い
叶
~
ロ
輩

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
＾
？
・
（
炉
睾

` 

民
族
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
と
い

う
。

紹
一
公
＃

(
1

『
·
ー
、

5
 

2

い
し
い
た
だ
し

2
 

深
い
も
の
が
あ
っ

た
。
個
人
の
収
集

品
は
直
接
手
に
触

れ
る
こ
と
が
で

き
、
何
か
伝
わ
っ

て
く
る
も
の
が
あ

っ
た
。

土
偶
は
時
代
で

形
も
異
な
り
、
種
類
も
、
十
字
形
、

ハ
ー
ト
形
、
山
形
、
出
尻
、
筒
形
、
み

み
ず
く
、
遮
光
器
、
跨
鋸
、X
字
、
有

鑽
、
三
角
形
な
ど
が
あ
る
。

私
が
直
接
手
に
と
っ
た
の
は
、

十
字
形
土
偶
で
、
頭
部
、
体
部
、
両

手
は
作
ら
れ
て
十
字
形
を
し
、
足

部
が
な
い
。
体
部
の
左
右
に
乳
房

と
思
わ
れ
る
突
起
（
瘤
）
が
あ
り
、

下
部
に
腑
か
妊

娠
を
あ
ら
わ

し
た
突
起
が

あ
る
。
そ
の

-c t
突
起
の
周
り

や
、
裏
側
に

プ

は
蕨
の
よ
う

局白
な
文
様
が
あ

ク
／
り
、
私
に
は
、

ff 戸r
体
内
の
生
命

ィ
カ
を
あ
ら
わ

し
た
も
の

か
、
体
内
を

か
け
め
ぐ
る

血
管
を
あ
ら
わ
し
た
か
に
も
見
え

る
。十

字
形
土
偶
の
な
か
に
は
頭
部

や
胸
部
、
肩
や
腋
の
下
に
、
小
さ
な

貴
通
孔
を
も
っ
た
も
の
も
あ
り
、

懸
垂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

土
偶
は
マ
ツ
リ
が
終
わ
っ
た
後

に
砕
か
れ
て
い
る
こ
と
、
女
性
を

形
ど
っ
て
い
る
こ
と
し
か
、
ま
だ
分

か
っ
て
い
な
い
が
、
近
年
大
規
模
調

査
が
行
わ
れ
、
関
東
や
東
北
で
大

量
に
出
土
し
て
い
る
し
、
ま
れ
で

あ
る
が
完
形
品
に
ち
か
い
も
の
が

あ
る
。
不
思
議
な
謎
に
み
ち
た
土

人
形
だ
が
解
明
も
近
い
で
あ
ろ

ろ
っ
゜全多苓グ手

ぢ
で
シ
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可
詞
宣
言
遭

読
経
は
若
き
僧
な
り
本
堂
に
春
の
彼
岸
の
風
通
り
ゆ
く

ロ
汀
鱈
疇
言
彗
汀
い
員
‘
汀
｀
序
万

宗
像
市
田
野
森
甲
子

う
ぐ
び
す
の
声
を
聞
き
つ
つ
地
を
這
び
て
草
取
り
出
来
る
喜
こ
び
に
を
り

ロ
汀
彗
闘
汀
汀
を
讃
歌
す
る
鶯
の
声
が
一
首
に
明

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

白
髪
の
紳
士
は
す
っ
と
席
を
立
ち
我
に
坐
れ
と
仕
草
で
示
す

ロ
鱈
吋
戸
疇
』
『
』
紅
』
冑
戸
髯
吐
応
賢

0席

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

抱
か
れ
て
神
に
ま
み
ゆ
る
み
ど
り
児
に
青
き
空
よ
り
風
花
の
舞
ふ

ロ
ロ
冒
戸
叩
』
麟
彗
鱈
で
あ
り
、
加
え
て
み
ど
り
児

福
津
市
中
央
中
村
勇

津
屋
崎
の
旧
小
学
校
に
合
宿
し
海
に
遊
び
し
大
正
な
つ
か
し

回
素
朴
で
純
真
で
あ
っ
た
時
代
を
な
つ
か
し
む
う
た
。

宗
像
市
田
久
井
上
光

ひ
よ

た
わ
わ
な
り
し
朱
実
無
く
な
り
来
ぬ
鶉
ら
寂
し
き
木
末
に
霰
た
ば
し
る

回
否
実
と
鴨
を
詠
っ
て
、
何
か
人
の
生
き
ざ
ま
を
も
暗
示
し
て
い
る
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

回

五
社
歌
会
詠
草

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

紅
梅
の
咲
き
満
っ
庭
の
木
の
下
に
に
こ
り
酒
酌
み
夫
の
古
希
祝
ぐ

暉
梅
を
愛
で
た
万
葉
人
に
も
通
ず
る
祝
盃
で
あ
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

群
落
し
照
り
輝
け
ば
対
馬
で
は
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
を
海
照
ら
し
と
い
ふ

ロ
雙
汀
認
彗
疇
＜
闘
詞
バ
汀
言

□
『
噂

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

に
ぶ
咲
き
の
杏
の
枝
に
止
ま
る
雀
首
を
し
き
り
に
動
か
し
て
い
る

ロ
竺
氏
咲
の

□尋
い
譴
い
‘
』
汀
筐
」
句
の
字
余
り
は
気
に
な

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

に
わ
と
り
の
足
思
は
す
る
手
の
甲
を
年
輪
の
こ
と
厳
が
う
づ
む
る

暉
二
句
は
「
足
思
は
せ
て
」
と
す
る
と
三
句
以
下
に
う
ま
く
つ
な
が
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

鳩
に
餌
を
や
る
な
の
看
板
か
け
ら
れ
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
朝
の
日
白
く
か
が
や
く

-
t
r
G
[《
言
冗
ご
麟
只
」
の
三
只
言
土
：
冨
鱈
。
は
か

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

亡
き
夫
の
徐
勲
の
賞
状
胸
に
抱
き
寿
ぐ
君
は
こ
の
世
に
い
ま
さ
ず

四
直
賃
昇
紅
汀
君
は
此
の
世
に
い
ま
さ
ず
が
重
複

う
き
は
市
浮
羽
向
則
正

部
屋
隅
の
紅
孔
雀
と
い
う
蘭
の
花
ふ
た
月
越
え
て
色
あ
ざ
や
け
し

暉
下
句
は
「
ふ
た
月
越
え
て
な
ほ
あ
ざ
や
け
し
」
で
は
な
い
か
。

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

偽
天
の
切
れ
間
を
射
し
て
陽
は
そ
そ
ぎ
春
の
光
線
幾
何
模
様
と
な
す

ロ
汀
汀
汀
冒
汀
t
i
』
匂
鱈
』
‘
[
〖
汀
げ
。

' 
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
買
び
き
て
身
辺
整
理
す
る
写
真
手
紙
を
先
ず
手
始
め
に

廠
寄
せ
は
常
に
吾
ら
に
先
ず
く
る
と
不
況
を
嘆
き
理
髪
屋
は
言
ふ

列
を
組
み
泳
ぎ
て
を
り
ぬ
水
槽
に
飼
は
れ
て
も
な
ほ
真
鯵
の
椎
魚
は

肇
」
虐
只
i
n

入
職
員
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
退
職
者
を
見

送
っ
た
寂
し
さ
の
後
で
し
た
が
、
ま
た
活
気

が
戻
り
新
体
制
で
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
▼

さ
て
、
昨
年
か
ら
、
若
手
神
職
を
中
心
に
部

置
職
制
を
越
え
て
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
授
与

品
・
境
内
設
備
・
体
制
等
々
の
見
喧
し
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く

に
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、
議
論
を
深
め
れ
ば
深

め
る
程
、
実
現
に
は
時
間
と
労
力
を
要
す
る

こ
と
と
な
り
停
滞
し
て
い
ま
し
た
▼
そ
こ
で

思
っ
と
こ
ろ
あ
り
、
急
違
当
大
社
御
祭
神
の

親
神
様
で
も
あ
り
、
六
十
二
回
目
の
式
年
遷

宮
を
控
え
る
「
伊
勢
の
神
宮
」
（
以
下

1
1
神
宮
）

へ
、
何
年
か
振
り
に
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。
学

生
時
代
を
過
ご
し
た
地
で
、
過
去
何
度
も
参

拝
や
実
習
を
行
い
ま
し
た
が
、
神
職
と
し
て

の
経
験
を
何
年
か
積
み
、
迷
い
や
悩
み
を
抱

え
な
が
ら
今
回
は
一
人
で
訪
れ
て
み
ま
し
た

▼
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
幸
運
で
し
た

が
、
今
ま
で
と
は
全
く
違
う
見
方
が
で
き
、
改

め
て
そ
の
懐
の
深
さ
に
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。
と
同
時
に
、
自
然
と
の
調
和
を
謳
い
、
全

く
手
を
加
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
境
内
の
サ
イ
ン
や
設
備
、
授
与
品
や

そ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
人
員
配
四
、
神
木
や

川
の
流
れ
と
い
っ
た
景
観
に
至
る
ま
で
、
そ

の
一
っ
―
つ
が
工
夫
さ
れ
、
試
行
錯
誤
の
成

果
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
ご
羊
祖
・
天
照
大
神
を
奉
斎
し
、
日
本
人

の
総
氏
神
と
も
い
わ
れ
て
お
む
ほ
す
が
、
全

国
津
々
浦
々
の
我
々
神
職
は
「
本
宗
」
と
仰
い

で
お
り
ま
す
。
そ
の
「
本
宗
」
の
真
の
意
味
が
、

こ
の
歳
に
な
っ
て
よ
う
や
く
理
解
し
つ
つ
あ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

就
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り
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